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熊楠をもっと知ろう！シリーズ第 50 回                     令和 3 年 5 月 1 日 

講演会 「腹稿の世界」  

          「腹稿、草稿、覚書」（史料）    岸本 昌也 

 

①四宮憲章『作文法講義』（特許罫紙商会出版部、明治二十七年） 

第一章 作文心得「文章は腹稿と鍛錬を要する事」  

第二章 文章諸法 

第三章 文章諸体 

 

凡そ文章を作らんとするには先づ腹稿を要す腹稿とは其作らんと欲する文章の趣意を先づ

腹中に於て考ふるなり腹稿ならば乃ち始めて筆を取るべし其始めより終に至るに及んで更

に之れを展読し其文勢の足らざる所は之れを補ひ其句調の悪しき所は之れを改め前後之れ

を替へ後前之れを正し或は増し或は滅し流読一瀉遺憾なきに至つて止む…（八～九頁） 

 

 

②加藤熊一郎『演説文章 応用修辞学』（丙午出版社、大正十二年）［発行者高島米峰］ 

第一篇 修辞の原理 

第二篇 演説法［第二章・構想 第三節・腹稿］ 

第三篇 作文法 

 

…此主想客想並に之に随伴する譬喩引証を排置して、いづれを先にしいづれを後にすべき

やを定むるを演説の腹稿とす。此腹稿なき演説は無秩序となり支離滅裂となりて感動を与

ふる能はざるものなれば、古来雄弁家を以て目せらるゝの士は皆充分の注意を以て此腹稿

を作り、如何にすれば自己の思想を他に伝へ、其主張を貫徹し得べきかを考量せざるはなし

…（二一五頁） 

 

…さて此の腹稿を作るは如何にするかといふに、予め其要点を手記して、演説の大範囲を

作り、其主想開陳の順序を定め、之れに随伴せる譬喩引証を定め、其小範囲に於ては臨機応

変の弁舌に依頼せざるべからず…（二一五～二一六頁） 

 

…古来説教には序説、法説、譬喩、因縁、結勧の五を以て正式の組立と為し、此中、法説、

譬喩、因縁を以て肝要とし、之を法譬因の三と称して此一を欠くものを以て失体の説教と称

しぬ。演説に於ては必ずしも此三を具するを要せざれど、法説に当るべき理論、之れを解説

する譬喩、之れを証明すべき引証とを以て三大要素とせるは腹稿作成の上に於て参照すべ

きことなりとす。（二一九～二二〇頁） 
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③大須賀順意編『説教の秘訣』（法蔵館、明治四十三年） 

第一章 練習の注意 

第二章 説教の基礎 

第三章 説教の組織法［第三節・腹稿の注意］ 

第四章 説教の例題 

第五章 説教の段階 

 

一 全分の草稿 

初学壇に上らんとせば、先づ腹稿を作るべし。腹稿とは大工が家を建つるが如く、日頃書籍

より得たる材料を組立てるを云ふ。これに全分の腹稿と略腹稿との二法あり、先づ全分の

腹稿とは之を組立てるに、最初は讃題より法説譬喩因縁等、或は四部或は五段に分ち、之を

一の文章体に起草し、全部微細に書き記すをいふ。これを書き記して、其上度々添削訂正し

て、初めて一席の説教となるなり。之を能々暗誦して後ち壇に上るべし。この全分の腹稿自

由に起草し得らるゝやうになれば、説教も亦自由に談ずることを得べし。 

                               （一〇九～一一〇頁） 

 

二 略復〈ﾏﾏ〉稿 

この略腹稿とは、所謂る導附けなる者にして、一席の説教の要点を簡単に摘みて個条書きす

るを云ふ…（一一〇～一一一頁） 

 

 

④藤岡長和（玉骨）「犬の糞の仇討 ―南方熊楠翁の短冊―」 

                        （『かつらぎ』昭和二十六年一月号） 

 

…大正八年のこと。この日の翁は、とても御機嫌よく、快く私共を迎へ、東西古今の珍談を

それからそれへと話してくれ、秘蔵の菌類の標本や、当時連年「日本及日本人」〈ママ〉に

寄稿してゐた「干支に因む随筆」の腹稿―大判の紙へ毛筆の細字で縦横に曼陀羅の如く書

き入れしたもの―や、翁の特別寄書の載つてゐる近着の外国雑誌などを見せてくれた。… 

  ⇒3ページ 

 

 

⑤南方熊楠「梅について」 

（『東洋学芸雑誌』二一巻二七四号、明治三十七年七月、平凡社版『全集』第三巻所収） 

  ⇒4ページ 

 






